
































てきた（Evangelista 2001:91;  後藤 2001, 2003）。 
時代を遡ると、スペイン統治期以前、フィリピン産のタカラガイは大陸アジアや地中海
域において貝貨として利用された他、スペイン人の植民者達はフィリピン群島の真珠に興














いられた（Alcina 2004: 391;  Research and Information Division Office of the Secretary, 














手斧（Tridacna gigas シャコガイ科）、柄杓（Melo diadema ガクフボラ科、Cassis 








ット片（C. litteratus）、スプーン（Nautilus pompilus オウムガイ科）、柄杓（M. 












































5 本論文に係る調査は、2002年 1月 8日から 6月 7日にかけて行われたものである。 
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による自然資源の減少、先住民の社会・文化の変容（Eder and Fernandez 1996）、キリ
スト教徒とイスラームとの宗教問題（森 2003, 2004）、先住民と入植者・開発との土地を













































































18 1caltexあたり 15ペソで買い取られる。集落内での売値も同値である。 
































ウテンサザエ Turbo petholatus）、「歯」（アマオブネの一種 Nerita sp.）、「指」
                                                        
19 貝を計量する容器は、Caltexというオイル会社の容器が使われたことから、貝を計量す
る単位として定着している。1 caltexはおよそ 1ℓに相当する。 









（コガスリクダマキガイ Xenuroturris millepuncutata ?）、「鼻水」（ヒルギフナク
イムシ Bactronophorus thoracites）といった身体器官や生理現象が命名に織り込まれて
いて、人々が貝類を人間の身体になぞらえて認識していることが伺える。「鍵」（ツノブ
エガイ Pseudovertagus aluco）、「手斧」（ハボウキガイ Pinna bicolor）といった日
用の物質文化としても認識している。これらは人間界における分類であるが、「ジュゴ
ン」（ナガタケノコカニモリ Rhinoclavis fasciata）、「ニワトリの頭」（ガンゼキボラ 
Chicoreus brunneus）、「カタツムリ」（コハクオカミミガイ Ellobium opportunum）、
「ウマの足跡」（オモテガイ Spondylus squamosus）、「サルのかかと」（キクザルガ






ダタミ Monodonta labio）、「集まる」（ウミニナの一種 Clypeomorus sp. ?）、「お
喋りな口のように身が活発に動く」（トウコオロギボラ Cymbiola vespertilio）、「紫
色の液を放出」（タツナミガイ Dolabella auricularia）、「砂や泥の中から水管を目の


















                                                        
22 辻（2007）を参照。 



























クチベラ（Hemigymnus melapterus）は tongisan billi「ワシの涙」と呼ばれるが、ワシ
がこれらの魚を捕えようと何度も試みたが悉く失敗して涙を流したという民話である（辻 
2005b）。 

















































                                                        
23 同様の風習は日本においても確認できる。特に、筆者が居住する奈良県の奈良町ではヒ
イラギの葉にイワシの頭を刺して魔除けとする「柊鰯」の風習が現存している。 
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